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はじめに 
Anastrepha fraterculus（ミナミアメリカミバエ）は、ミバエ科の一種であり、数多くの植物に寄

生することが確認されていることから、大韓民国、台湾及びナイジェリアでは本種の寄主植物の輸

入を禁止し、ニュージーランド等では本種の発生国に対して低温処理等の検疫措置を求め、植物検

疫措置に関する国際基準（以下「ISPM」という。）等では、本種を含むミバエ科に対する検疫措置

の基準が設定されている。 
日本においては、本種は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定された検疫有害動

物であり、同施行規則別表２に規定されている国又は地域からの該当する寄主植物の生果実につい

ては、輸入が禁止されている。 
今般、本種の寄主植物に係る新たな情報を入手したことを受け、改めて本種に対するリスク評価

を実施し、現行の検疫措置の有効性を評価するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 
 
Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害動物） 
１．学名及び分類 
（１）学名 

Anastrepha fraterculus (Wiedemann) 
 
（２）英名、和名等 

英名：South American fruit fly 
和名：ミナミアメリカミバエ 

 
（３）分類 

種類：節足動物 
目：Diptera（ハエ目） 
科：Tephritidae（ミバエ科） 
属：Anastrepha 

 
（４）シノニム 

Acrotoxa fraterculus (Wiedemann) 
Anastrepha braziliensis 
Anastrepha costarukmanii 
Anastrepha fraterculus var. soluta 
Anastrepha lambayecae 
Anastrepha peruviana 
Anastrepha pseudofraterculus 
Anastrepha scholae 
Anthomyia frutalis 
Dacus fraterculus 
Tephritis mellea 
Trypeta fraterculus (Wiedemann) 
Trypeta unicolor 

 
２．地理的分布 
（１）国又は地域（詳細は別紙１参照） 
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中南米：アルゼンチン、ウルグアイ、エクアドル、エルサルバドル、ガイアナ、グ

アテマラ、コスタリカ、コロンビア、スリナム、トリニダード・トバゴ、ニカ

ラグア、パナマ、パラグアイ、ブラジル、フランス領ギアナ、ベネズエラ、ベ

リーズ、ペルー、ボリビア、ホンジュラス、メキシコ 
 
（２）メキシコにおける分布状況 

ア 分布地域 
タマウリパス州、ヌエボ・レオン州、サカテカス州、アグアスカリエンテス州、

オアハカ州（南部のみ発生）、チアパス州、ベラクルス州、カンペチェ州、キンタ

ナ・ロー州、ユカタン州（Aluja, et al., 2003; CABI, 2014; Hernández-Ortiz et al., 2002） 
 
イ 未分布地域 

チワワ州、ソノラ州、バハ・カリフォルニア・スル州、シナロア州、バハ・カリ

フォルニア州、ケレタロ州、ハリスコ州、コリマ州、ナヤリット州、ミチョアカン

州（Aluja, et al., 2003; CABI, 2014） 
 

（３）分布地域間の個体群差について 
本種は分布する地域により、大きくメキシコ個体群、中米個体群と南米個体群に分けること

ができ、メキシコ個体群及び中米個体群は形態が類似するが、南米個体群とは翅の紋様等が異

なる（CABI, 2018; Hernández-Ortiz et al., 2012, 2015; Vaníčková et al., 2015; Weems, 
2012）。また、害虫としてのステータスについても、メキシコ個体群及び中米個体群は、南

米個体群と比較すると重要度は低いとされている（CABI, 2018）。 
なお、これらの個体群は近年、ミカンコミバエ種群と同様に種群として整理されつつあり

（CABI, 2018; Hernández-Ortiz et al., 2012; Hendrichs et al., 2015）、種内に8つの隠蔽種

（cryptic species）が報告されている（Hernández-Ortiz et al., 2015）。 
 

（４）生物地理区 
本種は、新北区及び新熱帯区の２区に分布する。 

 
３．寄主植物及び日本国内での分布 
（１）寄主植物（詳細は別紙２参照。下線部は令和７（2025）年１月21日改訂時に追加。） 

アカテツ科：アカテツ（Pouteria obovata）、アビウ（P. caimito）、クリソフィルム・ゴ

ノカルプム（Chrysophyllum gonocarpum）、サポジラ（Manilkara zapota (=Achras 
zapota)） 

アカネ科：コーヒーノキ属（Coffea spp.） 
イイギリ科：ズエラニア・グイドニア（Zuelania guidonia） 
ウルシ科：マンゴウ（Mangifera indica）、ニンメンシ属（Spondias spp.） 
カキノキ科：カキ属（Diospyros spp.） 
カタバミ科：ゴレンシ（Averrhoa carambola） 
クロウメモドキ科：ジジフス・ジョアゼイロ（Ziziphus joazeiro） 
クワ科：イチジク（Ficus carica） 
ザクロ科：ザクロ（Punica granatum） 
サボテン科：イエローピタヤ（Hylocereus megalanthus (=Selenicereus megalanthus)） 
シクンシ科：モモタマナ（Terminalia catappa） 
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ツツジ科：スノキ（コケモモ）属※２（Vaccinium spp.） 
トケイソウ科：クダモノトケイ（Passiflora edulis） 
ナス科：コダチトマト（Cyphomandra betacea (=Pionandra betacea, Solanum betaceum, 

S. insigne)） 
パパイア科：パパイヤ※２（Carica papaya） 
バラ科：アンズ（Prunus armeniaca）、セイヨウスモモ（P. domestica）、セイヨウナシ

（Pyrus communis）、セイヨウミザクラ（P. avium）、ニホンスモモ（P. salicina）、

ビワ（Eriobotrya japonica）、モモ（P. persica）、リンゴ（Malus※１, Malus domestica 
(=M. pumila, Pyrus malus)）、キイチゴ属※２（Rubus spp.） 

バンレイシ科：バンレイシ属（Annona spp.） 
ブドウ科：ヨーロッパブドウ※２（Vitis vinifera）、ヨーロッパブドウの交雑種※２ 
フトモモ科：カンポマネシア・キサントカルパ（Campomanesia xanthocarpa）、フェイ

ジョア（Feijoa sellowiana）、バンジロウ属（Psidium spp.）、フトモモ属（Syzygium 
spp.）、ユーゲニア属（Eugenia spp.） 

マタタビ科：キウイフルーツ（Actinidia chinensis（A. chinensis var. deliciosa（syn. A. 
deliciosa）を含む）） 

ミカン科：マルキンカン（Fortunella japonica）、ミカン属※２（Citrus spp.; ただし、メキ

シカンライム（C. aurantifolia）、レモン（C. limon）及び成熟していないタヒチライ

ム（C. latifolia）の生果実を除く。） 
 
※１ 属名の後に「spp.」の記載がないものは、根拠文献の表記のとおり記載。 
※２ メキシコ個体群は除く（下記（２）のイ、カ、キ及びクを参照）。ただし、メキシ

カンライム、レモン及び成熟していないタヒチライムの生果実は個体群に関係なく本種

の寄主植物とはならない（下記（２）のウ、エ及びオを参照）。 
 
（２）寄主／非寄主の根拠 

ア アボカドについて 
Liquido et al. (2011) は、本種、Anastrepha striata及びチチュウカイミバエ（Ceratitis capitata）

の、収穫可能な緑色の（mature green）ハス種アボガドに対する寄生性を決定するために野

外調査を実施し、この状態のハス種アボカドが上記３種の適切な寄主植物とはならないこと

を明らかにした。また、Aluja et al. (2004) も、商業的に生産されたハス種アボカドは本種の

自然寄主とは考えられない旨を報告している。なお、Aluja et al. (2004) は、アボカドを加害

する昆虫のリストに Anastrepha 属ミバエを記載している複数の文献について誤りである可

能性を指摘しているが、その他の文献についても、ISPM37（FAO, 2016a）に適合した方法

でアボカドが本種の自然寄主になることを報告した文献は確認できていない状況にある。 
一方で、アボカドを本種の寄主植物のリストに記載している文献は多いことから（CABI, 

2018; White and Elson-Harris, 1992）、アボカドが本種の寄主となるかどうかについては継

続調査とすることとした。 
 

イ ミカン属について 
メキシコ個体群は、ミカン属果実からの発見事例はなく、加害報告もないため、ミカン属

はメキシコ個体群の寄主植物とはならないとの報告がある（Aluja et al., 2003; Baker, 1945; 
CABI, 2014; Christenson and Foote, 1960; Weems, 2012）。また、メキシコ個体群は、カン

キツ類が存在する地域周辺で発生しているが、当該地域ではダイダイや他のカンキツ類へ
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の寄生は見られない（Sequeira et al., 2001; Weems, 2012）。 
よって、ミカン属については、メキシコ個体群の寄主植物ではないと判断した。 
 

ウ メキシカンライムを寄主植物としない根拠について 
以下の（ア）～（ウ）の情報より、メキシカンライムは、本種の寄主植物ではないと判

断した。 
（ア）1990年から1995年にかけてアルゼンチンで実施した本種とチチュウカイミバエの果実

への寄生調査において、ミカン属ではメキシカンライム、ダイダイ、グレープフルーツ、

マンダリン、スウィートオレンジ、レモンの果実が調査され、メキシカンライム、ダイ

ダイ、マンダリン、スウィートオレンジ及びレモンからは本種の寄生は確認されなかった

（Ovruski et al., 2003）。 
（イ）Liquido et al. (2011) は、Anastrepha 属４種（本種、A. striata、A. distincta 及びニシ

インドミバエ（A. obliqua））並びにチチュウカイミバエの寄主植物について、2009
年１月～12 月にペルーのAgricola Saturno orchard 周辺で果実調査を実施し、

Anastrepha 属４種については、メキシカンライム、ラフレモン、マンダリン、タンジ

ェロ、スウィートオレンジ等への寄生を確認できなかった。 
（ウ）2012 年にブラジル・Amapá 州にて果実調査による本種を含むAnastrepha 属全般の

各種植物の果実への寄生状況調査を実施したが、メキシカンライムからは寄生が確認

されなかった（Lemos et al., 2017）。 
 

エ レモンを寄主植物としない根拠について 
以下の（ア）及び（イ）の情報より、レモンは、本種の寄主植物ではないと判断した。

なお、アメリカ合衆国は、同じ根拠等によりレモンは本種の寄主植物とはならないとして

いる（USDA, 2015a）。 
（ア）アルゼンチンで実施したレモンに対する本種の ISPM に準じたホストステータスの

調査において、実験室において針で穴をあけた果実に自然産卵させたレモンでは蛹・

成虫まで発達しなかったこと、実験室で果実に自然産卵させたレモンでは幼虫や蛹ま

で発達しなかったこと、野外試験で自然産卵させたレモンで幼虫まで発達しなかった

こと等による（Gastaminza et al., 2007）。 
（イ）2004 年５月から 2007 年にかけてアルゼンチンで実施された果実調査で幼虫が発見

されなかった（Augier et al., 2007）。 
 
オ タヒチライムへの寄生性について 

2019 年５月～７月及び 2021 年２月～４月にかけてブラジルで実施されたタヒチライム

の生産園地での果実調査において、調査対象とされた緑熟（intermediária）である生果実（※

本報告書では「果実として十分な大きさに成長し、かつ、果皮は緑色である生果実」を指す。）

及び成熟（madura）している生果実（※本報告書では「果実として十分な大きさに成長し、

かつ、果皮は黄色みを帯びた生果実」を指す。）を収集し保管調査したところ、成熟している

生果実でのみ本種の蛹が回収され、当該蛹は成虫まで発達したことと共に、園地調査より少

ない果数で実施された室内及び準自然条件下での接種試験においては、未成熟（verde）であ

る生果実（※本報告書では「果実として十分な大きさに成長していない生果実」を指す。）、

緑熟である生果実及び成熟している生果実のすべてで本種の蛹は回収されなかったことが

報告されている（Louzeiro, 2022）。 
 他方、Raga et al. (2004) 及びLemos et al. (2017) がブラジルで実施した果実調査におい
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ては、果実の熟度に関する情報は不明であるが、本種のタヒチライムでの寄生は確認されて

いない。 
本種の寄生は成熟している生果実でのみ報告されていることから、タヒチライムは、成

熟している生果実が本種の寄主植物となり、成熟していない生果実は寄主植物から除か

れると考えられる。 
 
カ ブドウへの寄生性について 

メキシコ個体群では、ブドウは寄主植物とならないが（Baker, 1945; Christenson and Foote, 
1960; Zart et al., 2010）、一方で南米個体群（特にブラジル南部からアルゼンチン北部、アン

デス山脈の国々に生息する個体群）では、ヨーロッパブドウ（Vitis vinifera）は寄主植物とな

る報告がある（Formolo et al., 2011; Zart et al., 2010）。 
ヨーロッパブドウの品種である Italia 及びアメリカブドウ（V. labrusca）の品種Niagara 

Rosada を用いた室内試験では、Niagara Rosada では産卵は起こるが幼虫は成長せず、

Italia では成虫まで成長したことから、Italia（ヨーロッパブドウ）は本種の生活環が完結

される寄主植物であるとみなされている（Zart et al., 2010）。 
ブラジルで、カベルネ・ソーヴィニョン（ヨーロッパブドウ）、Moscato Embrapa（ヨ

ーロッパブドウが 75%の交雑種）及び Isabel（アメリカブドウ）の３品種を対象として実

施された野外調査の結果、Moscato Embrapa で本種が蛹まで発育し、本種の生活環が完

結されることが報告されている（Zart et al., 2011）。したがって、ヨーロッパブドウの交

雑種も本種の寄主植物になると考えられる。 
 

キ スノキ属及びキイチゴ属について 
スノキ属については、ブラジルにおいてVaccinium ashei果実から（Bisogonin et al., 2015）、

アルゼンチンにおいて商業栽培されているブルーベリー（V. ashei及びV. corymbosum）果

実から本種の寄生が確認されている（Zlotina, 2007）。 
キイチゴ属については、アルゼンチンにおいてブラックベリーとラズベリーの果実から

（Funes et al. , 2017）、ブラジルにおいてブラックベリー果実から本種の寄生が確認された

旨（Bisognin et al., 2015; Manni et al., 2015）の報告がある。 
しかし、スノキ属及びキイチゴ属果実における本種の寄生についての報告は、南米個体群

が分布するアルゼンチンとブラジルからのみであり、現在、日本への輸出実績があるスノキ

属及びキイチゴ属果実にメキシコ個体群が寄生するとの報告は得られていない。さらに、上

記イ及びカで示したとおりメキシコ個体群は南米個体群と寄主範囲が異なることが知られて

いるため、南米個体群の報告を根拠にメキシコ個体群についても同様にスノキ属及びキイチ

ゴ属を寄主植物とするのは現時点では難しいと考えられる。 
よって、スノキ属及びキイチゴ属については、メキシコ個体群の寄主植物ではないと判断

した。 
 

ク パパイヤについて 
ブラジルで実施された果実調査において、パパイヤ600果から、本種が３頭羽化したとの

報告がある（Martins et al., 1993）。また、アルゼンチンで実施された果実調査において、パ

パイヤから本種が発見された旨の報告がある（Putruele, 1996）。 
しかし、パパイヤにおける本種の寄生についての報告は、南米個体群が分布するアルゼン

チンとブラジルからのみであり、メキシコ個体群が寄生するとの報告は得られていない。さ

らに、上記イ及びカで示したとおりメキシコ個体群は南米個体群と寄主範囲が異なることが
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知られているため、南米個体群の報告を根拠にメキシコ個体群についても同様にパパイヤを

寄主植物とするのは現時点では難しいと考えられる。 
また、アメリカ合衆国は、パパイヤ果実について、南米地域には本種を対象に検疫措置を

要求しているが、メキシコには本種を対象に検疫措置を求めていない（USDA, 2021）。 
よって、パパイヤについては、メキシコ個体群の寄主植物ではないと判断した。 

 
（３）日本国内における寄主植物の分布及び栽培状況 

ミカン属：42 都府県で栽培。 
マンゴウ：沖縄県、宮崎県、鹿児島県を含む 10 県で栽培。 
リンゴ：青森県及び長野県を含む 46 都道府県で栽培。 
カキ：和歌山県及び奈良県を含む 45 都府県で栽培。 
モモ：山形県及び福島県を含む 46 都道府県で栽培。 

 
４．寄生部位及びその症状 

多くのAnastrepha属は１～23個の卵を寄主植物の果皮の下に生む。 
果実表面に産卵痕が生じるが、寄生初期段階では発見が困難。幼虫は果肉を穿孔加害し、加害

された果実は腐敗し、落果する（CABI, 2014）。 
 
５．移動分散方法 
（１）自然分散 

Anastrepha属の成虫は135km飛翔する記録がある（CABI, 2014）。 
 
（２）人為分散 

本種は、寄生果実の移動による分散が知られている。また、着果した植物のこん包内又は土

壌中の蛹の移動についても分散のリスクがある（CABI, 2020）。 
 
６．有害動物の大きさ及び生態 
（１）有害動物の大きさ（CABI, 2014; Weems, 2012） 

卵：白色、紡錘型、長さ1.37～1.60mm、幅0.18～0.21mm。 
幼虫：長さ5.8～11.1mm、幅1.2～2.5mm。 
成虫：大きさ７～11mm。 

 
（２）繁殖様式 

有性生殖（CABI, 2014）。 
 
（３）年間世代数 

幼虫がふ化するまで６～12日かかり、幼虫態は25℃で15～32日で、土壌中で蛹化し、15
～19日後、羽化する。成虫は年間を通じて出現する。成虫は最大16箇月生存できる記録が

ある（CABI, 2014）。 
 
（４）植物残渣中での生存 

情報なし。 
 
（５）休眠性 



7 

情報なし。 
 
７．媒介性又は被媒介性 

情報なし。 
 
８．被害の程度 

本種は、特にバンジロウ、マンゴウ、ミカン属及びサクラ属の果実で被害が大きい。幼虫は果

肉を穿孔加害し、加害された果実は腐敗し、落果する（CABI, 2014）。 
 
９．防除 

本種の発生地では寄生及び落下果実の除去、カバースプレーやベイトスプレーの散布が実施さ

れている（CABI, 2014）。 
本種に対しては、日本では植物防疫所による侵入調査事業等実施要領（植物防疫所, 2024）に

基づきマックファイル型トラップに誘引剤として蛋白加水分解物を使用し、侵入調査を実施して

いる。 
 
１０．診断、検出及び同定 

本種は、ISPM27 DP9: Genus Anastrepha Schinerにより同定（FAO, 2016b）。 
 
１１．日本における輸入検疫措置 

本種は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定されている検疫有害動物であり、

同施行規則別表２に規定されている国又は地域からの該当する寄主植物の生果実の輸入は認めら

れていない（輸入禁止）。しかし、以下の寄主植物は、「農林水産大臣が定める基準に適合して

いる。」（同施行規則別表２の付表）ことを条件に輸入が認められている。 
（１）病害虫無発生地域の指定又は熱処理（温湯浸漬処理若しくは強制通風加熱処理） 

・ メキシコ産マンゴウの生果実 
 
（２）熱処理（蒸熱処理） 

・ コロンビア産イエローピタヤ及びトミーアトキンス種のマンゴウの生果実 
 
（３）熱処理（温湯浸漬処理） 

・ ブラジル産ケント種及びトミーアトキンス種のマンゴウの生果実 
・ ペルー産ケント種のマンゴウの生果実 

 
（４）低温処理 

・ アルゼンチン産グレープフルーツ、スウィートオレンジ（バレンシア種、サルスティアー

ナ種、ラネラーテ種及びワシントンネーブル種のものに限る。）、レモン、エレンデール、

クレメンティン、ノバ及びマーコットの生果実 
・ ペルー産ブドウ（ウィティス・ウィニフェラに限る。）及びウンシュウミカンの生果実 

 
１２．諸外国における輸入検疫措置等 
（１）輸入禁止措置 

大韓民国は、本種の寄主植物の輸入を禁止している（APQA, 2023）。 
台湾は、本種の寄主植物40種の果実に対して30箇国からの輸入を禁止している
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（BAPHIQ, 2024）。 
ナイジェリアは、本種の宿主植物の果実の輸入を禁止している（NAQS, 1970）。 

 
（２）輸入検疫措置等 

ア アメリカ合衆国 
（ア）温湯浸漬処理（USDA, 2024） 

ａ マンゴウ（T102-a） 
・ 対象病害虫：チチュウカイミバエ、Anastrepha属 
・ 基準：温湯温度46.1°C以上で、果実重量375gまでは65分間、376～500gは75

分間、501～700gは90分間、701～900gは110分間 
（イ）強制通風加熱処理（USDA, 2024） 

ａ ミカン属（アメリカ合衆国及びメキシコの Anastrepha 属発生地域から発送さ

れるもの）（T103-a-1） 
・ 対象病害虫：Anastrepha属 
・ 基準：90分以上の時間をかけて果実中心温度44℃とし、その後100分間処理 

（ウ）蒸熱処理（USDA, 2024） 
ａ イエローピタヤ（コロンビアから発送されるもの）（T106-e） 
・ 対象病害虫：チチュウカイミバエ、本種 
・ 基準：果実中心温度46.0°Cで20分間 

ｂ マンゴウ、スウィートオレンジ、クレメンティン、グレープフルーツ等（メキシコか

ら発送されるもの）（T106-a） 
・ 対象病害虫：Anastrepha属 
・ 基準：果実中心温度43.3°Cで６時間 

（エ）低温処理（USDA, 2024） 
ａ スウィートオレンジ、マンダリン（タンジェリン、クレメンティン）等（T107-L） 
・ 対象病害虫：Bactrocera zonata、チチュウカイミバエ、ナタールミバエ（Ceratitis. 

rosa）、Anastrepha属（メキシコミバエ（A. ludes）以外） 
・ 基準：1.67°C以下で18日間 

ｂ リンゴ、アンズ、ゴレンシ、サクランボ、ブドウ、グレープフルーツ、スウィートオ

レンジ、ザクロ、タンジェリン（クレメンティンを含む。）等（T107-c） 
・ 対象病害虫：Anastrepha属（メキシコミバエ以外） 
・ 基準：０°C以下で11日間、0.56°C以下で13日間、1.11°C以下で15日間又は

1.67°C以下で17日間 
ｃ リンゴ、アンズ、ブルーベリー、サクランボ、ブドウ、グレープフルーツ、キウイフ

ルーツ、マンダリン、ネクタリン、スウィートオレンジ、モモ、ナシ、セイヨウスモ

モ、ザクロ、マルメロ、タンジェロ、タンジェリン（クレメンティンを含む。）等

（T107-a-1） 
・ 対象病害虫：チチュウカイミバエ、Anastrepha属（メキシコミバエ以外） 
・ 基準：1.11°C以下で15日間又は1.67°C以下で17日間 

（オ）臭化メチルくん蒸処理（USDA, 2024） 
ａ スウィートオレンジ、グレープフルーツ、クレメンティン（タンジェリン）等（アメ

リカ合衆国及びメキシコの検疫地域から発送されるもの）（T101-j-2-1） 
・ 対象病害虫：Anastrepha属 
・ 基準：40g/m3、２時間、26.7°C以上 
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ｂ ブルーベリー 
 （a）（T101-i-1-1） 
・ 対象病害虫：チチュウカイミバエ、本種、Lobesia botrana 
・ 基準：32g/m3の臭化メチルを使用し、21.1°C以上、0.5時間後の最低濃度が26g/m3、

２時間後が22g/m3、で3.5時間後が21g/m3 
（b）（T101-i-1-2） 
・ 対象病害虫：チチュウカイミバエ、本種、Lobesia botrana 
・ 基準：32g/m3、3.5時間、15.6°C以上 

ｃ マルキンカン（T101-n-3） 
・ 対象病害虫：Brevipalpus chilensis、チチュウカイミバエ、本種 
・ 基準：48g/m3、２時間、26.7°C以上 

（カ）システムズアプローチ（USDA, 2003） 
ａ メキシコ及びアメリカ合衆国の合意 
・ 対象病害虫：Anastrepha属 

 
イ ニュージーランド（MPI, 2024） 
（ア）低温処理を含むシステムズアプローチ又は無発生地域の設定 

ａ ペルー産ヨーロッパブドウ 
・ 対象病害虫：本種、チチュウカイミバエ 

（イ）温湯浸漬処理 
ａ エクアドル産マンゴウ 
・ 対象病害虫：本種、ニシインドミバエ、ウスグロミバエ（Anastrepha 

serpentina）、A. striata、チチュウカイミバエ 
・ 基準：温湯温度46.1°Cで、果実重量425gまでは75分、426～650gは90分 

ｂ ペルー産マンゴウ 
・ 対象病害虫：本種、ニシインドミバエ、Anastrepha striata、チチュウカイミ

バエ 
・ 基準：温湯温度46.1°Cで、果実重量425gまでは75分、426～650gは90分 

 
ウ 台湾（BAPHIQ, 2020; 2024） 
（ア）低温処理 

ａ ペルー産ブドウ 
・ 対象病害虫：本種、チチュウカイミバエ、ニシインドミバエ 
・ 基準：1.5°C以下で19日間 

 
エ ISPM（FAO, 2016c） 

ミバエ科の寄主植物（果実及び野菜）について、ミバエ科を対象に放射線照射処理の基準

（最低150Gy）が設定されている（ISPM28 PT 7）。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Anastrepha fraterculusに対するリスク評価を行い、現行の検疫措置の有効性を評価するた

め、病害虫リスクアナリシスを実施する。 
 
２．対象となる有害動植物 

Anastrepha fraterculusを対象とする。 
 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．寄主植物及びその日本国内での分布」に示す「寄主植物」であって、「４．寄生部位及

びその症状」に示す「寄生部位」を含む植物を対象とする。 
 
４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 
 
５．開始の結論 

本種を開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病害

虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の潜在性並びに経済的影響を及ぼす潜在性について調査し、検疫有害動植物となる潜在

性を有するかを検討する。なお、以下の（１）～（３）の評価項目の判断基準を満たしていない

場合は、それが判明した時点で評価を中止できるものとする。 
（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

Anastrepha fraterculusは国内未発生である。 
 
（２）定着及びまん延の潜在性 

本種の寄主植物は、47都道府県で栽培されていることから、もし本種が国内に入り込んだ場

合、定着及びまん延するおそれがある。 
 
（３）経済的影響を及ぼす潜在性 

本種の幼虫は果肉を穿孔加害し、加害果実は腐敗し、落果する。発生国では、特にバンジロ

ウ、マンゴウ、ミカン属及びサクラ属の果実に被害が大きい報告がある。 
したがって、もし本種が国内に入り込み、定着及びまん延した場合、経済的影響を及ぼす

おそれがある。 
 
（４）評価にあたっての不確実性 

特になし。 
 
（５）有害動植物の類別の結論 

本種の寄主植物が国内で広く栽培されていること、また、発生国において幼虫は果肉を穿孔

加害し、加害果実は腐敗し、落果し収益に影響がある報告がある。特にマンゴウ、ミカン属及

びサクラ属等の果実に被害が大きい旨の報告があり、本種が国内に入り込み、定着及びまん延

した場合、国内においても経済的影響を及ぼすことは否定できない。 
したがって、本種は、検疫有害動植物となる潜在性を有することから、引き続き「２．農業

生産等への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 

評価項目 評価における判断の根拠等 得点 
（１）定着の可能性の評価 
ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

（ア）潜在的検疫有害動植物の

生存の可能性 

寄主植物であるカンキツ類の果実は周年で存

在しており、本種は冬期間等の不良環境下で

生存可能 
 

（イ）リスクアナリシスを実施す

る地域における中間宿主の利

用可能性 
  

（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁

殖戦略  有性生殖 ２点 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適

性 
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（ア）寄主又は宿主植物の利用可

能性及び環境の好適性 

ミカン属、マンゴウ、リンゴ、モモ、カキ、キ

ウイフルーツ等の寄主植物は47都道府県に分

布 
５点 

（イ）潜在的検疫有害動植物の

寄主又は宿主範囲の広さ バラ科、ミカン科等の21科に寄生  

（ウ）潜在的検疫有害動植物の

リスクアナリシスを実施する

地域における環境の好適さ 
  

（エ）有害動植物の侵入歴 新北区、新熱帯区の２区 ２点 
ウ 定着の可能性の評価結果  ３点 
（２）まん延の可能性の評価 
ア 自然分散(自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散) 
（ア）有害動物（線虫を除く。）の自然分散 

ａ 移動距離 Anastrepha属の成虫は135kmの長距離飛翔

する記録がある。 ５点 

ｂ 年間世代数 原産地では周年発生していることから年複数

世代と判断。 ５点 

イ 人為分散  

（ア）農作物を介した分散 本種の寄主植物は、47都道府県で生産されて

いる。 ５点 

（イ）非農作物を介した分散 非農産物を介した分散は知られていない。 －点 

ウ まん延の可能性の評価結果  ５点 

（３）経済的重要性の評価 
ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は

森林資源 
モモ、カンキツ類等の農産物産出額：3767.8
億円 ４点 

（イ）生産への影響 幼虫がモモ、カンキツ類等の果実を加害する

が、明確な被害の情報無し ２点 

（ウ）防除の困難さ   
（エ）直接的影響の評価結果  ２点 
イ 間接的影響 

（ア）農作物の政策上の重要性 
「農業保険法」及び「同法施行令」で定める果

樹・農作物及び「果樹農業振興特別措置法施行

令」で定める果樹 
１点 

（イ）輸出への影響 大韓民国では輸入禁止対象病害虫として規定

されている。 １点 

ウ 経済的重要性の評価結果  ４点 
 評価における不確実性 
  生産への影響についての明確な被害程度の情報が得られなかったため、本評価には不確実

性が伴う。 
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農業生産等への影響評価の結論 
（病害虫固有のリスク） 中程度 ６０．０点 

 
３．入り込みの可能性の評価 

項目 評価における判断の根拠等 

（１）寄生部位 卵は寄主植物の果実の皮の下に産み付けられ、幼虫は果実内を

加害する。 

（２）国内に入り込む可能性

のある経路 

経路は〔消費用生植物〕 

用途 部位 経路となる 
可能性 

ア 消費用生植物 果実 〇 

（３）寄主植物の輸入検査量 別紙３を参照 
 
（４）入り込みの可能性の評価 
ア 消費用生植物 

評価項目 評価における判断の根拠等 得点 
（ア）輸送中の生き残りの可能性

（加工処理に耐えて生き残る

可能性） 

原産地で潜在的検疫有害動植物の生存率に

影響を与える加工処理等は実施していな

い。 
５点 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個

体の見えにくさ 

卵は果実の皮の下に産み付けられ、大きさ

1.37～1.60 mm、幼虫は果実内を加害し、

大きさは5.8～11.1 mm。 
５点 

（ウ）輸入品目からの人為的な移

動による分散の可能性 

ミカン属、マンゴウ、リンゴ、モモ、ブド

ウ、カキ、キウイフルーツ等の寄主植物は

47都道府県に分布している。 
４点 

（エ）輸入品目からの自然分散の

可能性 
Anastrepha属成虫は135kmの長距離を飛

翔する。 ３点 

評価における不確実性 
 

消費用生植物の入り込みの可能性

の評価の結論 高い ４．３点  

 
４．Anastrepha fraterculusの病害虫リスク評価の結論 

本種は検疫有害動物であり、消費用生植物を経路として入り込む可能性があると評価した。 
農業生産等への影響評価の結論

（病害虫固有のリスク） 
入り込みの可能性の評価 

病害虫リスク評価の結論 
用途 結論 

中程度 ア 消費用生植物 高い 中程度（入り込みの可

能性が高い） 
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第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 
病害虫リスク評価の結果、Anastrepha fraterculusはリスク管理措置が必要な検疫有害動物で

あると判断されたことから、ステージ３において、発生国からの寄主植物の輸入に伴う本種の入

り込みのリスクを低減するための適切な管理措置について検討する。 
 
１．Anastrepha fraterculusに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 実施主体 
（時期） 有効性 実行 

可能性 

①病害虫無

発生地域

の設定 

ISPM4及び 
26に基づき

設定及び維持

する。 

〔有効性〕 
 ISPMに基づき輸出国植物防

疫機関が設定、管理及び維持

する病害虫無発生地域であれ

ば、有効である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に管理さ

れることが必要であるが、実

行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 

〇 

 

〇 

②病害虫無

発生の生

産地又は

生産用地

の設定及

び維持 

ISPM10に基

づき設定及び

維持する。 

〔有効性〕 
 ISPMに基づき輸出国植物防

疫機関が設定、管理及び維

持する病害虫無発生の生産

地又は生産用地であれば、

リスク低減できる可能性は

あるが、当該生産地又は生

産用地に本種が入り込まな

いことを確実にする必要が

ある。 
 しかし、Anastrepha属の成

虫は135km飛翔した記録が

あり、飛翔能力が高いた

め、病害虫無発生の生産地

又は生産用地の設定及び維

持は困難である。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 

× 

 

－ 

③システム

ズアプロ

ーチ 

ISPM14及び

35に基づき

実施する。 

複数の管理措置の組合せであ

るシステムズアプローチの有

効性及び実行可能性について

は、輸出国から具体的に提案

される管理措置の内容を検討

する必要がある。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 

－ 

 

－ 

④栽培地検

査 
栽培期間中に

生育場所にお

いて植物の症

状等を観察す

〔有効性〕 
 トラップによる発生調査で

本種の成虫の発生が確認さ

れた場合に適切な防除が実

 
輸出国 

（栽培中） 

 

▽ 

 

〇 
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る。 施できれば、有効である。 
 しかし、以下の点から効果

は限定的である。 
・卵は果実の果皮下に産み

付けられ、表面には産卵

痕を生じるが、寄生初期

段階では発見が極めて困

難である。 
・本種のトラップに使用さ

れている蛋白加水分解物

は、本種を特異的に誘引

しない。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に検査

されることが必要である

が、実行可能と考えられ

る。 
⑤熱処理、

低温処

理、くん

蒸処理

（リン化

水素、臭

化メチル

等）及び

放射線照

射処理 

 〔有効性〕 
 アメリカ合衆国は、マンゴ

ウ果実について、本種を含

むAnastrepha属等を対象に

熱処理（温湯浸漬処理）基

準を設定している。 
 アメリカ合衆国は、同国及

びメキシコのAnastrepha属

発生地域から発送されるミ

カン属果実について、本種

を含むAnastrepha属を対象

に熱処理（強制通風加熱処

理）基準を設定している。 
 アメリカ合衆国は、コロン

ビアから発送されるイエロ

ーピタヤ果実について、本

種及びチチュウカイミバエ

を対象に熱処理（蒸熱処

理）基準を設定している。 
 アメリカ合衆国は、スウィ

ートオレンジ等の果実につ

いて、本種を含む

Anastrepha属等を対象に低

温処理基準を設定してい

る。 
 アメリカ合衆国は、同国及

 
輸出国 

（輸出前） 

 

〇 

 

〇 

（臭化メ

チルくん

蒸処理及

び放射線

照射処理

▽） 
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びメキシコの検疫地域から

発送されるスウィートオレ

ンジ等の果実について、本

種を含むAnastrepha属を対

象に臭化メチルくん蒸処理

基準を設定している。 
 ISPMでは、ミバエ科を対

象とする寄主植物（果実及

び野菜）について、放射線

照射処理基準が設定されて

いる（ISPM28 PT 7）。 
 処理基準については、その

まま本種へ適用できるか、

補完的に別な措置も適用し

て実施できるかについて

は、個別案件ごとに別途検

討する必要がある。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に処理

されることが必要である

が、実行可能と考えられ

る。 
 輸出国によっては、臭化メ

チルくん蒸が認められてい

ない可能性ある。 
 日本において、食用植物へ

の放射線照射処理は、食品

衛生法（厚生省, 1947）に基

づきバレイショの発芽防止

を除いて認められていな

い。 
⑥検査証明

書への追

記 

輸出国での目

視検査の結

果、本種が寄

生していない

ことを確認

し、その旨を

検査証明書に

追記する。 

〔有効性〕 
 本種の卵は果皮の下に産み付

けられ、果実表面には産卵痕

を生じる。 
 しかし、寄生初期段階では発

見が極めて困難なため、効果

は限定的である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切な検査が

行われることが必要である

が、実行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出時） 

 

▽ 

 

〇 
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⑦輸出入検

査（目視

検査） 

植物の症状等

を確認する。 
〔有効性〕 

 本種の卵は果皮の下に産み付

けられ、果実表面には産卵痕

を生じる。 
 しかし、寄生初期段階では発

見が極めて困難なため、効果

は限定的である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出入国において通常実施さ

れている検査であり、実行可

能である。 

 
輸出国 

（輸出時） 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 

▽ 

 

 

 

▽ 

 

〇 

 

 

 

〇 

⑧隔離栽培

中の検査 
輸入後、国内

の施設におい

て一定期間栽

培し、寄生の

有無を確認す

る。 

〔有効性〕 
 本種が入り込む可能性のある

経路は消費用生植物（果実）

のため、輸入後に一定期間の

栽培による寄生の有無の確認

は有効ではない。 

 
輸入国 

（輸入後） 

 

× 

 

－ 

有効性    〇：効果が高い 

▽：限定条件下で効果がある 

×：効果なし 

－：検討しない 

実行可能性  〇：実行可能 

▽：限定条件下で実行可能 

×：実行困難 

－：検討しない 

 
２．経路ごとのAnastrepa fraterculusに対するリスク管理措置の選択肢の検討 
（１）消費用生植物（果実） 

ア 検討結果 
病害虫無発生地域の設定及び維持（選択肢①）は、本種の入り込みのリスクに対して有効

な管理措置である。しかしながら、病害虫無発生地域の設定及び維持は、寄主植物の栽培環

境、病害虫管理等を含む各種要因に左右されるため、個別案件ごとに具体的な内容を輸出国

植物防疫機関が示し、日本がその許諾を判断する必要がある。 
熱処理、低温処理及びくん蒸処理（リン化水素、臭化メチル等）（選択肢⑤）は、科学的に

有効であることが証明された処理であれば、有効な管理措置である。 
 

イ リスク管理措置の特定 
消費用生植物（果実）に対する管理措置として、本種の入り込みのリスクを低減させるこ

とが可能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下を特定した。なお、

以下のいずれかの管理措置を実施する必要がある。 
 

〇 輸出国（輸出前）において、輸出国植物防疫機関が ISPMに基づき設定、維持及び管理

された病害虫無発生地域で輸出対象植物を生産し、その旨を検査証明書に追記する。 
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〇 輸出国（輸出前等）において、以下の処理のうち、ISPM28 の付属書で採択されている

処理基準又は２国間合意等による処理基準を適用し、処理を行った旨を検査証明書に追記

する。 
・ 熱処理 
・ 低温処理 
・ くん蒸処理（リン化水素、臭化メチル等） 

 
なお、上記の管理措置については、日本が求める水準を満たすとともに、確実な実施に関

して担保をとる必要がある場合は、２国間合意に基づく必要がある。 
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別紙１ 
 

Anastrepha fraterculusの発生国等の根拠 
 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

中南米    
アルゼンチン 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 

1997; Ovruski et al., 2003; Weems, 
2012; White and Elson-Harris, 1992; 
Zart et al., 2010 

 

ウルグアイ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; Weems, 2012; White and Elson-
Harris, 1992; Zart et al., 2010  

 

エクアドル 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; Weems, 2012; White and Elson-
Harris, 1992; Zart et al., 2010  

 

ガラパゴス諸島 発生 CABI, 2014; EPPO/CABI, 1997; 
Weems, 2012; White and Elson-Harris, 
1992  

 

エルサルバドル 発生 CABI, 2014; Weems, 2012; Zart et al., 
2010 

 

ガイアナ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; Weems, 2012; White and Elson-
Harris, 1992; Zart et al., 2010 

 

グアテマラ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; Weems, 2012; White and Elson-
Harris, 1992; Zart et al., 2010 

 

コスタリカ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; Weems, 2012; White and Elson-
Harris, 1992; Zart et al., 2010 

 

コロンビア 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; Weems, 2012; White and Elson-
Harris, 1992; Zart et al., 2010  

 

スリナム 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; Weems, 2012; White and Elson-
Harris, 1992; Zart et al., 2010  

 

トリニダード・トバゴ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; Weems, 2012; White and Elson-
Harris, 1992 

西インド

諸島 

ニカラグア 発生 CABI, 2014; Weems, 2012; White and 
Elson-Harris, 1992; Zart et al., 2010 

 

パナマ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; White and Elson-Harris, 1992; 
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Weems, 2012; Zart et al., 2010  
パラグアイ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 

1997; Weems, 2012; Zart et al., 2010 
 

ブラジル 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; Weems, 2012; White and Elson-
Harris, 1992; Zart et al., 2010 

 

フランス領ギアナ 発生 EPPO, 2014; Weems, 2012; Zart et al., 
2010 

 

ベネズエラ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; Weems, 2012; White and Elson-
Harris, 1992; Zart et al., 2010 

 

ベリーズ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; Weems, 
2012; White and Elson-Harris, 1992; 
Zart et al., 2010 

 

ペルー 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; Weems, 2012; White and Elson-
Harris, 1992; Zart et al., 2010 

 

ボリビア 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; EPPO/CABI, 
1997; White and Elson-Harris, 1992; 
Zart et al., 2010  

 

ホンジュラス 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014; Weems, 
2012; White and Elson-Harris, 1992; 
Zart et al., 2010  

 

メキシコ 発生 Aluja et al., 2003; CABI, 2014; EPPO, 
2014; EPPO/CABI, 1997; Hernández-
Ortiz et al., 2002; White and Elson-
Harris, 1992; Weems, 2012; Zart et al., 
2010 

 

 
※ 以下の国又は地域については、発生状況が不明のため、継続調査とする。 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

北米    
アメリカ合衆国

テキサス州南部 
詳細不明 CABI, 2020; CABI, 

2021; EPPO, 2021 
USDA, 2015b; 
USDA, 2020 

CABI（2021）はステータスを

Present, Localizedとするが、根拠と

するStone（1942）の記録は古く、信

頼できないと記載している。 
EPPO（2021）はステータスを

Present, restricted distributionとする

が、根拠であるWeems（1980）は

Stone（1942）の記載を引用してい

る。また、本種はテキサス州南部の

Rio Grande Valleyで散発的に捕獲さ

れるが、現在は定着していないと考え
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られていると記載している。 
テキサス州南部では、トラップ調査で

本種が発見されると根絶防除が実施さ

れる。 
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別紙２ 
 

Anastrepha fraterculusの寄主植物の根拠 
 

科名 学名 シノニム 
和名 

英名 根拠文献 備考 
属名 種名 

アカテツ科

（Sapotaceae） 
Chrysophyllum 
gonocarpum 

 オーガスト

ノキ属 
クリソフィ

ルム・ゴノ

カルプム 

 CABI, 2014  

アカテツ科

（Sapotaceae） 
Manilkara zapota Achras 

zapota 
サポジラ属 サポジラ sapodilla CABI, 2014; White and Elson-

Harris, 1992 
 

アカテツ科

（Sapotaceae） 
Pouteria caimito  アカテツ属 アビウ abiu CABI, 2014  

アカテツ科

（Sapotaceae） 
Pouteria obovata  アカテツ属 アカテツ  CABI, 2014; White and Elson-

Harris, 1992 
 

アカネ科

（Rubiaceae） 
Coffea arabica  コーヒーノ

キ属 
アラビアコ

ーヒー 
arabica 
coffee 

CABI, 2014; Weems, 2012; 
White and Elson-Harris, 1992 

 

アカネ科

（Rubiaceae） 
Coffea liberica  コーヒーノ

キ属 
リベリアコ

ーヒー 
liberian 
coffee 

CABI, 2014; White and Elson-
Harris, 1992 

 

イイギリ科

（Flacourtiaceae） 
Zuelania guidonia  ズエラニア

属 
ズエラニ

ア・グイド

ニア 

 CABI, 2014  

ウルシ科

（Anacardiaceae） 
Mangifera indica  マンゴウ属 マンゴウ mango CABI, 2014; EPPO, 2014; 

EPPO/CABI, 1997; Weems, 
2012; White and Elson-Harris, 
1992 

 

ウルシ科

（Anacardiaceae） 
Spondias dulcis S. cytherea ニンメンシ

属 
スポンディ

アス・ドゥ

ルキス（タ

 CABI, 2014; White and Elson-
Harris, 1992 
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マゴノキ） 
ウルシ科

（Anacardiaceae） 
Spondias mombin  ニンメンシ

属 
コガネモン

ビン 
yellow 
mombin 

CABI, 2014; EPPO, 2014; 
Weems, 2012; White and 
Elson-Harris, 1992  

 

ウルシ科

（Anacardiaceae） 
Spondias 
nigrescens 

 ニンメンシ

属 
スポンディ

アス・ニグ

レスケンス 

 Weems, 2012  

ウルシ科

（Anacardiaceae） 
Spondias purpurea  ニンメンシ

属 
モンビン  CABI, 2014; Weems, 2012; 

White and Elson-Harris, 1992 
 

ウルシ科

（Anacardiaceae） 
Spondias tuberosa  ニンメンシ

属 
コブモンビ

ン 
 CABI, 2014  

カキノキ科

（Ebenaceae） 
Diospyros kaki  カキ属 カキ persimmon CABI, 2014; Ovruski et al., 

2003; White and Elson-Harris, 
1992 

 

カキノキ科

（Ebenaceae） 
Diospyros 
malabarica 

 カキ属 インドガキ  CABI, 2014  

カタバミ科

（Oxalidaceae） 
Averrhoa 
carambola 

 ゴレンシ属 ゴレンシ carambola CABI, 2014; White and Elson-
Harris, 1992 

 

クロウメモドキ科

（Rhamnaceae） 
Ziziphus joazeiro  ナツメ属 ジジフス・

ジョアゼイ

ロ 

 CABI, 2014  

クワ科

（Moraceae） 
Ficus carica  イチジク属 イチジク common fig CABI, 2014; White and Elson-

Harris, 1992 
 

ザクロ科

（Punicaceae） 
Punica granatum  ザクロ属 ザクロ pomegranat

e 
CABI, 2014; White and Elson-
Harris, 1992 

 

サボテン科

（Cactaceae） 
Hylocereus 
megalanthus 

Selenicereus 
megalanthus 

ヒロセレウ

ス属 
イエローピ

タヤ 
yellow 
pitahaya 

Dallos et al., 2010; 農林水産省

植物防疫所, 2005 
 

シクンシ科

（Combretaceae） 
Terminalia catappa  モモタマナ

属 
モモタマナ Singapore 

almond 
CABI, 2014; EPPO, 2014; 
EPPO/CABI, 1997; Weems, 
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2012; White and Elson-Harris, 
1992 

ツツジ科

（Ericaceae） 
Vaccinium spp.  スノキ（コ

ケモモ）属 
  Zlotina, 2007; Bisognin et al., 

2015; Funes et al., 2017 
メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 
トケイソウ科

（Passifloraceae） 
Passiflora edulis  トケイソウ

属 
クダモノト

ケイ 
passion fruit Uramoto et al., 2004; 

Department of Entomology and 
Acarology ESALQ, 2019 

 

ナス科

（Solanaceae） 
Cyphomandra 
betacea 

Pionandra 
betacea, 
Solanum 
betaceum, S. 
insigne 

コダチトマ

ト属 
コダチトマ

ト 
tamarillo Nuñez-Bueno, 1999; Nuñez-

Bueno and Guzman-Dueñas, 
1999 

 

パパイア科

（Caricaceae） 
Carica papaya  パパイヤ属 パパイヤ papaya Martins et al., 1993; Putruele, 

1996 
メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 
バラ科

（Rosaceae） 
Eriobotrya japonica  ビワ属 ビワ loquat CABI, 2014; Ovruski et al., 

2003; Weems, 2012; White 
and Elson-Harris, 1992 

 

バラ科

（Rosaceae） 
Malus  リンゴ属   CABI, 2014  

バラ科

（Rosaceae） 
Malus domestica M. pumila, 

Pyrus malus 
リンゴ属 リンゴ apple CABI, 2014; EPPO, 2014; 

EPPO/CABI, 1997; Weems, 
2012; White and Elson-Harris, 
1992; Zart et al., 2010 

 

バラ科

（Rosaceae） 
Prunus armeniaca  サクラ属 アンズ apricot CABI, 2014; Ovruski et al., 

2003; White and Elson-Harris, 
1992  

 

バラ科 Prunus avium  サクラ属 セイヨウミ sweet cherry Garcia and Norrborn, 2011  
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（Rosaceae） ザクラ（サ

クランボ） 
バラ科

（Rosaceae） 
Prunus domestica  サクラ属 セイヨウス

モモ 
common 
plum 

CABI, 2014; EPPO, 2014; 
Ovruski et al., 2003; White and 
Elson-Harris, 1992; Zart et al., 
2010 

 

バラ科

（Rosaceae） 
Prunus persica  サクラ属 モモ peach CABI, 2014; EPPO, 2014; 

EPPO/CABI, 1997; Ovruski et 
al., 2003; Weems, 2012; White 
and Elson-Harris, 1992; Zart et 
al., 2010 

 

バラ科

（Rosaceae） 
Prunus salicina  サクラ属 ニホンスモ

モ 
japanese 
plum 

Alberti et al., 2002; EPPO, 
2021 

 

バラ科

（Rosaceae） 
Pyrus communis  ナシ属 セイヨウナ

シ 
european 
pear 

CABI, 2014; White and Elson-
Harris, 1992 

 

バラ科

（Rosaceae） 
Rubus spp.  キイチゴ属   CABI, 2014; White and Elson-

Harris, 1992; Bisognin et al., 
2015; Manni et al., 2015; 
Funes et al., 2017 

メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 

バンレイシ科

（Annonaceae） 
Annona cherimola  バンレイシ

属 
チェリモヤ cherimoya CABI, 2014; Ovruski et al., 

2003; Weems, 2012; White 
and Elson-Harris, 1992  

 

バンレイシ科

（Annonaceae） 
Annona muricata  バンレイシ

属 
トゲバンレ

イシ 
soursop CABI, 2014; White and Elson-

Harris, 1992 
 

バンレイシ科

（Annonaceae） 
Annona squamosa  バンレイシ

属 
バンレイシ sugar apple CABI, 2014; White and Elson-

Harris, 1992 
 

ブドウ科

（Vitaceae） 
Vitis vinifera  ブドウ属 ヨーロッパ

ブドウ 
european 
grape 

CABI, 2014; Weems, 2012; 
White and Elson-Harris, 1992; 
Zart et al., 2010 

メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 
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ブドウ科

（Vitaceae） 
  ブドウ属 ヨーロッパ

ブドウの交

雑種 

 Zart et al., 2011 メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 
フトモモ科

（Myrtaceae） 
Campomanesia 
xanthocarpa 

 カンポマネ

シア属 
カンポマネ

シア・キサ

ントカルパ 

 CABI, 2014  

フトモモ科

（Myrtaceae） 
Eugenia spp.  ユーゲニア

属 
  CABI, 2014; White and Elson-

Harris, 1992 
 

フトモモ科

（Myrtaceae） 
Eugenia brasiliensis E. dombeyi ユーゲニア

属 
グルミチャ

マ 
brazil cherry CABI, 2014; Weems, 2012; 

White and Elson-Harris, 1992 
 

フトモモ科

（Myrtaceae） 
Eugenia stipitata  ユーゲニア

属 
ユーゲニ

ア・スティ

ピタタ 

 CABI, 2014  

フトモモ科

（Myrtaceae） 
Eugenia uniflora  ユーゲニア

属 
タチバナア

デク 
pitanga CABI, 2014; EPPO, 2014; 

Ovruski et al., 2003; Weems, 
2012; White and Elson-Harris, 
1992  

 

フトモモ科

（Myrtaceae） 
Feijoa sellowiana  フェイジョ

ア属 
フェイジョ

ア 
feijoa CABI, 2014; White and Elson-

Harris, 1992 
 

フトモモ科

（Myrtaceae） 
Psidium cattleianum P. littorale バンジロウ

属 
テリハバン

ジロウ 
strawberry 
guava 

CABI, 2014; White and Elson-
Harris, 1992 

 

フトモモ科

（Myrtaceae） 
Psidium guajava  バンジロウ

属 
バンジロウ guava CABI, 2014; EPPO, 2014; 

EPPO/CABI, 1997; Ovruski et 
al., 2003; Weems, 2012; White 
and Elson-Harris, 1992  

 

フトモモ科

（Myrtaceae） 
Psidium guineense  バンジロウ

属 
プシディウ

ム・グイネ

エンセ 

guinea 
guava 

CABI, 2014; EPPO, 2014; 
White and Elson-Harris, 1992  

 

フトモモ科 Syzygium spp.  フトモモ属   White and Elson-Harris, 1992  
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（Myrtaceae） 
フトモモ科

（Myrtaceae） 
Syzygium jambos  Eugenia 

jambos 
フトモモ属 フトモモ rose apple CABI, 2014; EPPO, 2014; 

EPPO/CABI, 1997; Weems, 
2012; White and Elson-Harris, 
1992;  

 

フトモモ科

（Myrtaceae） 
Syzygium 
malaccense 

Eugenia 
malaccensis 

フトモモ属 マレーフト

モモ 
malay apple CABI, 2014; Weems, 2012; 

White and Elson-Harris, 1992 
 

フトモモ科

（Myrtaceae） 
Syzygium smithii Acmena 

smithii, 
Eugenia 
smithii 

フトモモ属   CABI, 2014; EPPO, 2014;   

マタタビ科

（Actinidiaceae） 
Actinidia chinensis  マタタビ属 キウイフル

ーツ 
kiwi fruit CABI, 2014; Hickel and 

Schuck, 1993 
Actinidia 
chinensis var. 
deliciosa（syn. 
A. deliciosa）を

含む。 
ミカン科

（Rutaceae） 
Citrus spp.  ミカン属   CABI, 2014; EPPO, 2014; 

EPPO/CABI, 1997; White and 
Elson-Harris, 1992; Zart et al., 
2010  

メキシコ個体群

の寄主にはなら

ない。 

ミカン科

（Rutaceae） 
Citrus aurantium  ミカン属 ダイダイ sour orange CABI, 2014; Liquido et al., 

2011; White and Elson-Harris, 
1992 

メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 
ミカン科

（Rutaceae） 
Citrus grandis C. maxima ミカン属 ブンタン

（ポメロ） 
pummelo, 
pomelo 

CABI, 2014; Weems, 2012; 
White and Elson-Harris, 1992 

メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 
ミカン科

（Rutaceae） 
Citrus latifolia  ミカン属 タヒチライ

ム 
persian lime Louzeiro; 2022 追加 

成熟していない

生果実を除く。 
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メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 
ミカン科

（Rutaceae） 
Citrus limetta  ミカン属 スウィート

レモン 
sweet lemon CABI, 2014; White and Elson-

Harris, 1992 
メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 
ミカン科

（Rutaceae） 
Citrus medica  ミカン属 シトロン citron White and Elson-Harris, 1992  メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 
ミカン科

（Rutaceae） 
Citrus paradisi  ミカン属 グレープフ

ルーツ 
grapefruit CABI, 2014; Ovruski et al., 

2003; Weems, 2012; White 
and Elson-Harris, 1992; 

メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 
ミカン科

（Rutaceae） 
Citrus reticulata  ミカン属 マンダリン mandarin 

orange 
CABI, 2014; Weems, 2012 
White and Elson-Harris, 1992 

メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 
ミカン科

（Rutaceae） 
Citrus sinensis  ミカン属 スウィート

オレンジ 
sweet 
orange 

CABI, 2014; Weems, 2012; 
White and Elson-Harris, 1992 

メキシコ個体群

の寄主植物には

ならない。 
ミカン科

（Rutaceae） 
Fortunella japonica  キンカン属 マルキンカ

ン 
round 
kumquat 

CABI, 2014; Liquido et al., 
2011; White and Elson-Harris, 
1992 

 

（注１）属名の後に「spp.」の記載がないものは、根拠文献の表記のとおり記載。 
（注２）備考欄の「追加」は、寄主植物として令和７（2025）年１月21日改訂時に追加した種。 
 
 
※以下の植物については、寄主植物の根拠として十分ではないため、継続調査とする。 

科名 学名 シノニム 
和名 

英名 根拠文献 備考 
属名 種名 
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クスノキ科 
（Lauraceae） 

Percea americana  ワニナシ属 アボカド 
 
 

avocado CABI, 2018; Aluja et al., 2004; 
Liquido et al., 2011; Putruele, 
1996 

自然寄主とな

るか明確でな

い。ハス種は

自然寄主とな

らない。 
トウダイグサ科

（Euphorbiaceae） 
Phyllanthus acidus  コミカンソ

ウ属 
アメダマノ

キ 
star 
gooseberry 

Weems, 2012 実験寄主 

バンレイシ科

（Annonaceae） 
Annona glabra  バンレイシ

属 
イヌバンレ

イシ 
 Weems, 2012 実験寄主 
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別紙３ 
 

Anastrepha fraterculusの寄主植物に関連する経路の年間輸入検査量 
（発生国からの貨物、郵便物及び携帯品） 

 
（１）消費用生植物（果実） 
単位（数量）：kg 
イタリックの国名は、当該植物が２国間の条件付きとして輸入されている対象国 
※ メキシコに分布する個体群の寄主植物ではない。 

植物名 生産国 
2021 2022 2023 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Citrus aurantifolia(ﾗｲﾑ) ﾒｷｼｺ※ 1,089 1,636,822 904 1,825,274 951 1,989,817 

Citrus paradisi(ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌ
ﾙｰﾂ) ﾒｷｼｺ※ 159 4,928,934 58 1,026,430 117 2,140,429 

Citrus reticulata(ﾏﾝﾀﾞﾘﾝ) ﾒｷｼｺ※ 8 32,193         

Citrus sinensis(ｵﾚﾝｼﾞ) ﾒｷｼｺ※ 2 45,686 17 388,364 22 560,722 

Mangifera indica(ﾏﾝｺﾞｳ
(ﾏﾝｺﾞｰ)) 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 1 10         
ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 51 64,480 21 26,444 41 58,293 
ﾍﾟﾙ  ー 208 1,037,888 236 1,344,683 157 674,403 
ﾒｷｼｺ 634 4,814,332 468 3,761,483 475 2,852,764 

Rubus(ｷｲﾁｺﾞ属) ﾒｷｼｺ※ 14 1,115         

Vitis vinifera(ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌﾞ
ﾄﾞｳ) 

ﾍﾟﾙ  ー         85 1,388,113 
ﾒｷｼｺ※ 66 738,395 30 371,563 25 160,418 
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